
終了判定基準

基本的に既定

値で良い

顧客データ

name:顧客名
lat:顧客の緯度
lon:顧客の経度
weight:需要量や顧客の優先度などを考慮した地点
の重みパラメータ

時間データ

地点間の移動時間データです．

from_node:開始地点インデックス
from_name:開始地点名
to_node:到着地点インデックス
to_name:到着地点名前
time:移動時間
distance:移動距離

開設倉庫数

手法選択

最大反復数

開設する倉庫数を入力する．最適化結果を見

て調整必要な場合，変更して解きなおす．

「施設数探索」の結果を参考に設定すると良

い．「施設数探索」で求めた最適施設数より

大きく設定しても顧客へのサービスレベルは

向上しないため最適施設数と同じ，もしくは

小さい値を設定すると良い．小さい値だと顧

客へのサービスレベルは落ちるが，倉庫開設

費用は削減できる．

顧客集約手法

距離考慮の正確度合：kmedian＞hierarchical＞weiszfeld＞kmeans
求解速度：kmedian<hierarchical<weiszfeld<kmeans
・kmeans:施設設置場所から顧客の重み付き2乗直線距離の和を最小化．
・weiszfeld:kmeans法と似ているが，移動距離は大圏距離を使う．
・hierarchical:階層的クラスタリング法.移動距離は道路距離を使う．
・kmedian:顧客の重み付き道路移動距離の総和を最小化．（デモ版では使
用できない）

施設数探索

最適化
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集約された顧客

name:集約地点名
lat:集約地点の緯度
lon:集約地点の経度
customers:集約地点に割り振られた顧客インデックス
weight:需要量や顧客の優先度などを考慮した地点の重みパラメータ

パラメータ

基本的に既定値

で良い

入力データ（顧客など）を集約する場合の最適な集約点

の数を計算する．

・顧客の数がたくさんある場合，集約して他の最適化問

題を解いたほうが効率がよく解析もしやすいことが多い

ので，必要な場合，ここで顧客集約を行うと良い．

・MELOS- 
GFの最適化のパラメータ「開設倉庫数」もこちらで求め
た最適施設数を参考に設定すると良い．
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データ入力や結果出力，地図や図の操作方法，表の操作方法などは「Streamlit操作方法.pdf」を御覧ください．
リファレンスマニュアルも合わせて御覧ください．

導入コンサルティングやユーザの要望に応じたカスタマイズやAPI提供が可能です．必要な場合，お問い合わせください．

データ作成時の注意点:列の名前はサンプルと同じにする必要がある.列の省略不可.

データ

入力データ

入力
デ
ータ

開設する最大施設数．「施設

数探索」の結果を見て調整が

必要な場合，適宜調整する．

曲げた肘に相当する場所(施設
数が13あたり)ではなく，少し
大きめ（20あたり）の施設数
が最適な施設数になる．

ロジスティックネットワーク設計システムMELOS - GF


